
第2号様式
 ョ コハマ市民まち普請事業

第 1次 整備提案善

1 整 備提案の概要

整備提案名
地域のコミュニケーション基地  「うさきちハウス」づくり

整備提案の概要

(なにをどのよう

に整備するのか簡

潔にお書き下さい)

外遊び中心の片倉うさぎ山プレイパーク内に、プレイパーク活動をより充実させる

ため、また地域のさまざまな世代の人が集うことができるために地域の方々や子

ども達と一緒に地域のコミュニティ形成の基地となる「施設」or「拠点」を建設しま

す。計画、設計、構築、運営といつたあらゆるプロセスで幅広い世代の人たちの協

力を得、地域の交流の場としても開放し、プレイパーク活動でも活用します。

整備箇所の概要

・住所

・面積(わかれば)

日周辺の地図があ

れば張 り込んで

ください

注 1 )

住所:神奈川区片倉2-55

面積 :

殻 玖
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整備の動機や背景 屋外のあそび場であるプレイパークの活動には、赤ちゃんと母親を主体とした

「子育て支援」も含まれ、その活動は天候に左右されることも少なくありません。不

安な思いをもちながら子育てしている0歳児の母親達が、友達を求めて毎日親子

で行く場所を探しています。プレイルームでの子育て相談の他、神奈川区では子

育て支援事業「すくすく子がめ隊」と他区に比べて充実していますが、週に1度あ

るいは月に 1度 なので「出かけて行く場所が毎日あるといい」という母親達の意見

を聞くことがよくあります。

またプレイパークでは、公園であるため「歩けるようにならないと行きにくい」「雨

が降つたらどうしよう」などの不安もあり、足を運びにくいようです。

小さくても安心した屋内のスペースがあれば、他の親子と交流しながら外で遊ぶ

年上の子どもたちを見て、親子ともども徐々に野外遊びができるようなります。ま

た突然の雨などにも対応でき、着替えや簡単な食事がとれる場所であつたり、子

育てグループの学習の場であったり、と多様に使用することができます。

このようなニーズがこれまでも利用者から多くあつたので、屋内のスペースを創

ることを望んでいました。

事務所の機能として活用できれば、団体利用の受付や問い合わせなどにも対

応でき、会議を行なうことができればスムーズな運営ができると考えられます。

地域ニーズや課題 プレイパークを囲む地域には町内会館がない(うさぎ山町内会,第一町内会・大

丸町内会)ためそれぞれの町内会で集会所を求めています。また高齢者が多い

地域であり、高齢者が気軽に外に出て行かれる環境を作りたいという課題もあり

ます。様々な年代の方々の交流が図れるようコミュニティハウスを運営していきた

いと思います。



2 具 体的な整備提案の内容

現況の様子を写真の張り込み等で示すとともに、具体的な整備提案の内容を文章やイメ
ージスケ

注 1 )ッチ等でお書きください。

現況の様子

うさきちハウス 完 成予定図

文口つ。

①オープンデッキ

②屋根

③屋根裏

④部屋

工作スペース

滑り台など遊具になる

見晴らしスペース

事務飽スペース 4帖   フ ローリング

簡単な炊事場 コ ピー 書 類保管倉庫等

多目的スペース 8帖

手育て支援や世代を超えた交流を行なう

医務室スペース 会 議等

雨天時緊急用  あ そびの場 (工作 ベ ーゴマ等)

お話会 文 化伝承等に効果

つどいの場

⑤土間

⑥いろり

概算整備費 : 600 万円 (参考)



3 整 備提案の効果について

整備されたものがど

のような人たちに利

用され、地域でどのよ

うに役立つと考えま

すか?

うさきちハウスは、乳幼児の親子にとってのコミュニケーションの場、また冒

険心あふれる学董期には大きな遊具として、青年には情報を共有したり地域ボ

ランティアの拠点として、子育てサークルの会議などと幅広い利用が考えられま

す。また高齢者の方から昔の遊びを教わるなど、子どもとの交流によって

生き甲斐がもてる場にもなればよいと考えます。

4 整 備提案の実現性について

整備箇所の地権者や

建物所有者、地域組織

(町内会 ・自治会等)

への周知状況をお書

き下さい。

片倉うさぎ山公園愛護会は、片倉連合自治会の会長をはじめ、体育指導員、

青少年指導員、子ども会会長、老大会会長、主任児童委員、民生委員、近隣の

小学校検長、PTA会 長で組織されています。すでに各自治会会長には応募の

件について伝えてあります。

公国内に建物を設置したい旨については、環境創造局と調整が必要ですが

「都市公国における民設民営型集会所設置に関する要綱」などのルールを踏ま

え進めています。また神奈川区については、地域活動の活性化や子育て環境

の充実につながることとして、取り組みについて理解をいただいております。

整備提案を実現する

ために既に提案グル

ープがもつている資

源 (ヒト、モノ、カネ)

は何ですか?注 2)

○ 人一会長が工務店に勤務。設計ができます。

地域に大工のスキルを有する人がいます。

○ 物一神奈川県森林組合より丹沢の問伐材を入手できそうです。

プレイパーク活動の一環としてすでに木工の活動があるためチェンソーや

のこぎり等工具が締つています。

O金 ― 自治会から寄付を募ります。

実現のために、もつと

強化したいあるいは、

新たに欲しい資源 (ヒ

ト、モノ、カネ)は何

ですか?注 3)

人一ハウス作り1こ関わりたいと思う人を増やします。

物一たくさんの人の意志を聞き、施工の方法を検討します。

金一地域の企業や商店街に協力が得られよう検討します。

Ｏ

Ｏ

Ｏ

施設整備や維持管理

について、提案グルー

プや地域住民等がど

のように関わろうと

考えていますか?

片倉うさぎ山公園あそび場管理運営委員会が地域や利用者の意見をまとめ、

それをもとにプロフェッショナルに設計を依頼します。その後、地域のボランティ

アや遊びに来る子どもたちや親たちと一緒にハウス創りを完成させていきたいと

思います。一棟のハウス創りを通して、顔の見える地域関係を作りあげたいと考

えています。

完成後も、町内や地域の人、利用したい人たちが皆で協力して使用できるようあ

そび場管理運営委員会が調整し、プレイパーク活動がさらに充実できるように運

営していきたいと思います。

5 特 にPRし たい点

提案内容や実施体制

等について、特にPR

したい点があればお

書き下さい。

片倉うさぎ山プレイパークは『子どもの育ちにそつたあそび場』として 2001年に

行政と協働でつくつた横浜市始めての冒険遊び場です。開園日には、子どもの

遊び場環境をいきいきするためプレイリーダーが常駐しており、現在月に 2ヽ回

雨でも開園しています。5年 目を迎えた今では子どもだけではなく親や大人も新

しい体験を求めて遊びに来るなど、地域の中で様々な人たちの顔が業がり始め

ているので、地域の人材を活用していきます。



6 事 業スケジュール

1次 コンテス ト以降、提案の実現に向けて、提案グループが取り組むことについて、

事業完了までご記入ください。

取 り 組 み 内 容 (合意形成、第 2次 整備提案書づくりなど)

7月

1次コンテスト

公国内建設許可について検討

8月 環境創造局・区役所と うさきちハウス作りの検討会

地域に周知(近隣に説明する)

資金集めの打診(町内会・企業コ商店街等)

9月 ワークショップヘの協力者を検討

うさきちハウスわくわくプランづくり

(場所 ・ハウス完成図づくり)

ワークショップ2回

10月 ワークショップ後、来園者にヒヤリングをし、機能,デザイン等具体化する。

ワークショップロヒヤリングをもとに、設計を依頼

工事における費用算出

工事の計画手順検討

完成予想図作成等

1 1月 第 2次 整備提案書作成

うさきちハウスの維持管理の実施方法検討

第2次整備提案書提出

第 2次コンテストのプレゼンテーションの準備

12月 2次 コンテスト

2次コンテスト以降(設計期間、整備助成金交付申講時期、着手時期、工事期間、完了時期)

平成 17年 12月  ワ ークショップの準備

1月  ヒ ヤリング

2月  設 計期間  整 備費積算内訳書作成 助 成金交付申請時期

3月  着 手時期

～ 平成 19年 3月  完 了
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